
























だと述べ， ここでもその絶対者を p訂 amatmanと呼んでいる40
1 K. Yoshimizu，“Kumarila's Reevaluation of the Sacrifice and the Veda from a Vedanta 
Perspective，円 in:J. Bronkhorst (ed.) ，Mimamsa and陪danta:・Interactionand 
Continuity， Delhi 2007， pp. 201-253: 201-219参照。
2 TV p.288，8-15: TV' pt.2， p.227，13-21: .ya atma apahatapapma vijaro vimrtyurvisoko 
vijighatso 'pipas功 satyakama与satyasaJ:!lkalpa恥so'nve~!avya与 so vijijnasitavyah" (ChU 
8.7.1) ;“sa sarva甲sca lokan apnoti sarvaJ:!ls ca kam如 [TV:apnotiJ" (ChU 8.7.1) ; 
“tarati sokam atmavit" (ChU 7.1.3) ;“sa yadi pitrlokakamo bhavati saJ:!lkalpad 
evasya pitara年samut向!hantitena pitrlokena sa中pimnomahIyate" (ChU 8.2.1) ;“sa 
khalv evam vartayan yãvadãyu~am brahmalokam abhisatp.padyate na ca (TV: sa) punar 
avartate" (ChU 8.15.1) .針貝邦生『古典インド聖典解釈学研究ーミーマーンサー学
派の釈義・マントラ論』九州大学出版会1990:140-141参照。

















ンカラ (Sankara，8世紀後半6) とその弟子スレーシユヴァラ (Suresvara) によ
り批判され，著作は散逸した。彼は Ibrahmanには形のあるもの (murta) と




本文にも， ChUと同じく，“p紅 amatman" という語の用例はない。更に『マヌ
法典』の註釈家のうち，現存するものとしては最も古い註釈の作者であるバー
ルチ (Bharuci，7-8世紀8) は，第6章の註釈の中で，遊行者の正しい生き方を
の身体となっていると言うものだと解釈する。 C王TVpp.702，23-703，7: TV' pt.4， 
p.70，3-8; Yoshimizu， op. cit.: 220-247. 
5 針貝邦生 iNyayasudhaに引用される Brhattik:aについてJ~印度学仏教学研究~ 37-
2， pp. 951-957参照。クマ一リラの著作順序については，吉水上掲論文213・219頁
参照。
6 シャンカラの年代についてはK.Harimoto“The Date of Sankara: Between the 
Ca!ukyas and the Rã~!rakü!as，" Journal of lndological Studies (~インド学研究~) 18， 
2006， pp. 85・111参照。
7 BAUBh (on BAU 2.3.6) p.328，4-5: murtamurtarasir ekah， paramatmarasir uttamas， 
tahhyam anyo 'yam madhyamah ki1a trtIyah; BAUBhV (on BAU 2.3.6) p.1011， 
vv.113ab: uttamah paramatmakhyo rasir atrahhidhiyate / Prasnopαnisad 5.5に「至高の
精神J(para-purusa)の下位のものとして「生命体の集積J(jivaghana)の語がある。
本稿註37参照。
8 パールチの年代はクマ一リラ以後， Medhati白i(9 c.)以前である。筆者は，“Kumari1a
and Medhatithi on the Authority of Codified Sources of dharma，" Festschrift for Prof. 
Johannes Bronkhorst (印刷中)において，パールチが現存 srutiに対応のない smrti
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10 P. Hacker，“Eigentumlichkeiten der Lehre und Terminologie Sankaras: A vidya， 
NamafUpa， Maya， Isvara，" Zeitschr併derDeutschen Morgenlandischen Gesellschaft 100， 







この vv.10-11では 七つの存在を，二つずつ六つのペアにして， IAよりも
Bが p紅 aであるJ，つまり，より彼方にあるという比較を繰り返している。こ
れは，人間個人の成り立ちを膜想する中で，意識を段階的に深めていくための
レトリックだと言える。 “paramatman" という複合語の前半を成す p紅 amaは，
文法的に言うと形容詞 p訂 aの最上級であり，直訳すれば「最も彼方にあるJ
という意味をもっ。そして KaU第3章では，個人精神を超えた「高次の精神」
(purusah parah) のありかを， vv.1， 9， 17の3回にわたって p訂 amaと呼んでい
る。 vv.10-11での比較の繰り返しを踏まえるなら，第3章で言う p紅 amaとは，
日常生活でつい外界の事物に目を奪われがちな我々の意識を内面に向けて，段
11 KaU 3.10が比較を， v.3での列挙を逆に辿って「対象より感官がparaであるJと始
めずに「感官より対象がparaである」と始めるのを正当化するために，シャンカ
ラは BAU3.2.1-9を要約した文句「諸感官は grahaである，諸対象は atigrahaであ
る」を引用する (BSBhp.146，19-20)。ここでは「ソーマを汲む杯J (graha) に対
象把捉の意味をかけ，三つの追加的な杯をいう atigrahya(cf. K. Mylius， WIδrterbuch 
des altindischen Rituals， Wichtrach 1995: 27) に，対象が，それを把捉する感官を
逆に支配して，感官に対し優位に立つという意味をかけている。 Taittir乃labrahmana
1.3.3.1は，神々が，他の諸々の杯によっては得られないものを，それらにより得
たことが， atigrahyaたる所以であると言う。 Cf.A. Weber， lndische Studien， 9， 1865: 
235. 
12 服部正明氏は， KaU 3.10-11のm油anatmaに年代的に先立ち， BAU第4巻におい
て精神主体としての atmanが，他の生体機能に比べて「偉大なJ(mahat)と形容
されていることを指摘する (1ウパニシャツドJWバラモン教典 原始仏典~ (世界
の名著 1)，中央公論社 1979:141， n.8) 0 BAU 4.4.22は，個別の pranaの内にあ
りそれらを支配する者として「この偉大にして不生のアートマンは，諸気息のう
ちにあり認識より成るものであるJ(sa va esa mahan吋aatma yo 'yam vij鼠namayah
pral).esu.) と言う。
13 狩野恭氏は，ウパニシャツドにおける avyaktaの用例を収集し， KaUがavyaktaを
高次の精神原理である purusaよりも格下であるが独立した原理とするのは独特で
あり，他のウパニシャツドでの avyaktaが， MaiUのオリジナル部分では brahman
ないしおmanの形容 SvUでは神 (Isvara) に支えられる ksaraとaksaraのうち
の後者の同義語， MNUでは brahmanの形容であることを指摘した(“Avyakta




シャンカラにおける膜想の客体としての最高我 (paramatman)について (29) 
階的に意識を高めていった果てに達する境地であると言える。




神 (deva) を，私以外の誰が知り得ょうか。J14と歌うが，その前の V.2015と後




14 KaU 2.21: asino duram vrajati sayano yati sarvatah 1 kas tam madamadam devam 
madanyo jnatum arhati 1 madamada は， madの強意形からの a語幹名調。 Cf.J. 
Wackernagel u. A. Debrunner， Altindische Grammatik， Band /l，2: Die Nominalsuffixe， 
Gottingen 1987， [1st ed.， 1954J : 85. 
15 MNU 201及び SvU3.20は同一詩節で KaU2.20と僅かに相違する。 KaUでの
akratuh， dhatu -， atmanahが， MNU及び SvUでは順に akratum，dhatuh， isamとなっ
ている。 atmanahとisamの相違により， KaUでは d-padaのみ，他の3padaが11
音節であるのと違い12音節となる。このためF.Weller (陪rsucheiner Kritik der 
Kathopanisad， Ber1in 1953: 107) はMNUとSvUに比べ， KaU 2.20は後の改作
であるとする。しかし KaU2.20のd-pada"dhatuprasadan mahimanam atmanah" 
は12音節の正規の韻律を成しており， 11音節詩節と12音節詩節の混合体である
KaU 2.20の方がより古く， MNU 201及びSvU3.20のオリジナルである可能性があ
る。工 OberliesはSvU3.20を“wahrscheinlicheine Umbildung von KU I20"と見る
(“Die Svetasvatara-Upanisad. Edition und Ubersetzung von Adhyaya I-II，" Wiener 
Zeitschriftβirdie Kunde Sudasiens 40， 1996，pp.123-160: 151，n.153)。
16 KaU 2.23: nayam atma pravacanena labhyo na medhaya na bahuna釦ltena/ yam evaisa 
vrnute tena labhyas tasyaisatma vivrnute tanum svam / 
この詩節は Mundakopanisad(MuU) 3.2.3と同一である。 J.Hertelによれば， MuU 
の写本には， tasyaisa atma vrnute tanum svamとある (Mundak，α-砂anisad.Kritische 
Ausgabe， Leipzig 1924: 45)。この読みによれば「このアートマンは彼の身体を自
分のものとして選ぶ」となるが r選ぶJ (vrnute*) を半詩節の中で2回繰り返して
しまう。 Hertel(opcit.: 49)は， MuUの他の個所には予定説 (Pradestination)が見
られないので，この詩節は KaUからの挿入であると見る。なおv.P. LimayeとR.
D. Vadekarは「自ら選んだ者だけに自分の体を開く」と内容上類似した表現とし
て，言葉の女神Vacを主語とした Rgveda10.71.4cdを挙げる (EighteenPrincipal 
砂anisaぬ vol.1， Poona 1958: 18， v.23， b)。この rcはインドの言語学者に愛好され，





あることを説く。このように KaUは“pぽ amatman" という複合語こそ用いな
いものの，第2・第3章の最終形態では“parama" と“atman" とを別々に用い




降を「最高我の文脈J(paramatmaprakara1!a) と呼び，同じ p町 amatmanを主題
として，これに第3章が接続すると見る170




*第5類で活用する vr/vfI選ぶ」の用例については， Ch. Werba，陪rbaIndoarica， 
Wien 1997: 378参照。
17 Cf. BSBh p.409，9・11(on BS 3.3.14) : paramatmaprakaranam hy etat "anyatra 
dharmad anyatradharmat" (KaU 2.14) ityupakramat. tadvisaya eva catrapi vakyaseso 
bhavati“yah setur ijananam aksaram brahma yat param" (KaU 3.2)託i.また「バラモ
ンとクシャトリヤに，死という汁 (upasecana) をかけて，粥として食う」と KaU
2.24で言われる存在をも paramatmanであるとする (BSBhp.70 on BS 1.2.9)。
18 MNU 259: tasyaJ:t sikhaya (心臓内で燃える火の炎)madhye paramatma vyavasthital:_J.; 
MaiU 6.9: prano ' gnih paramatma vai pancavayuh samasritah; 6.17: anuhya esa para-
matmap訂 imito' jo ' tarkyo ' cintyah ; Maitraya1'!f Samhita (MS) 2.9.1: tat paramatmaya 
(a語幹!)vidmahe vainateyaya dhimahi / tan nah srstih pracodayat 1 
いずれの用例も，各々の Urテキストへの挿入部に含まれる。 H.W.Bodewitzは
Taittir砂aranyakaに編入された MNUに， a)マントラ集， b) Narayana崇拝を説
く節 (perhaps201同 269) を含む挿入部， c) Varenneが“sannyasa-upanisad" と呼
んだが Bodewitzは grhasthaのための書とみる追加部 (505・550) の三層を設定
する (JaiminiアαBrahmanaI， 1-65， Leiden 1973: 297)。また直後の MNU260は
parama回 anをBrahma，Siva， Hari (及びIndra) と呼び， trimurtiを説く。 MaiUを
原型と混入部とに分析した J.A. B. van Buitenenによると， MaiU 6.9-10は，食物と
諸 pranaの関係を説く MaiU6.11への説明文がテキスト本文に混入したものであり
(The Maitrayan初砂anisad:a Critical Essay， with Text， Translation， and Commentary， 
's-Gravenhage 1962: 84-85)，また6.17は原型に含まれるが，“paramatma"を含む
文は，大初にブラフマンはあらゆる方角に無限であったとする6.17冒頭への解説が
混入したものである (ibid.:111) 0 MS 2.9.1は， T. N. Dharmadhikariによると，シュ
ラウタ祭で用いられることのない rudra-japaのマントラ集である (TheMaitrayanf 




シャンカラにおける膜想の客体としての最高我 (paramatman)について (31) 
は，これらよりも，様々な面で KaUを引き継いでいる Bhagavadgita(BhG) 
である190 BhG第3章の v.37以下は人を支配する欲望 (kama) が克服すべき内
なる敵であることを説く。 v.40は感官，意，および統覚機能が，欲望がそこ
に宿り人を支配する拠り所 (adhisthana) となると述べ さらに v.42は KaU




死ぬため「可滅的J (ksara) である「生きとし生けるものJ(sarvani bhutani) 
としての puru~a と，物質を離れているため滅びることのない恒常な purusa と
を区別し，さらに個人の purusaとは別に最上の精神があると説き，それを
P訂 amatmanと呼ぶ。 BhG13.22及び31でも，世界を支配ししかも個人の内面





19 BhGにおける KaUとの関連個所については， R.C. Zaehner， The Bhagavad-Gfta: with 
αCommentary Based on the Original Sources， Oxford 1979， [1st ed.， 1969J : 466参照。
20 KaU 6.7は“indriyebhyahparam manas" で始まり， KaU 3.10のように indriyaと
manasの聞に arthaを介在させない。そして BhG3.41ab“indriyani parany ahur 




21 それぞれの BhG註釈において， BhG 3.42d“yo buddheh paratah印 sah"で言う sah
を，シャンカラは KaU3.10および6.7の mahan atma を読み込んで atmanである
とするが，パースカラとラーマーヌジャは kamaであるとする。A.Malinarが指摘
するようたほajavidya:Das konigliche Wissen um Herrschaft und 弛rzicht，Wiesbaden 
1996: 174-175)， atmanはBhGの先行詩節に現れないので， kamaと解する方が適
切である。
22 KaU 3.10-12はMBh12.238.3-5として Moksadharmaの中に編入されている。但
しKaUのpurusaはamrtaとなっている。また KaU3.10がMBh12.240.2として編















む KaU第3章で個人精神に対比されている精神原理は p町 amatmanであると主
張する。彼によれば， この論題は， KaU 3.1ab r天則を飲み， [一方は]善行
の世界において， [他方は]最も彼方の彼岸において洞穴に宿る両者をJ24にお
いて「天則 (rta) を飲み洞穴 (guha) に宿るJ25と両数で表された存在の組を，




ている (BSBhp.259，22-24 & BSBhBh p.128，22-24 on BS 2.2.42)。
23 T. M. P. Mahadevanの索引によれば， paramatmanの用例は BSBh全体で166箇所あ
り(複合語およびpara-atmanの用例を含む)，そのうち125箇所が第1巻のもので
ある (Wordlnd目的 theBrahmα-sütra-bhã~y，α of おれkara，p紅t2， Madras 1973: 554・
556)。
24 ~arp. pibantau sukrtasyポ lokeguham pravistau parame parardhe / 
*シャンカラに帰せられた註釈 KaUBh(p.79，2) は“sukrtasyasvayarikrtasya" と
註釈するが，Atharvavedasamhita 6.120.1及び121.1に“sukrtasyalokam" とあり
(cf. Limaye and Vadekar， op.cit.: 19)， KaUはこれを受けていると考えられるので，
svakrtasyaと修正して読む (cf.W. Rau， Asiatische Studien 25， 1971: 167)必要はな
く， sukrtasyaのままで適切であろう。
25 I洞穴」は個人精神にとっては身体ないし心臓の比喰。 C王BSBhp.7 2， 1: yadi旬riram
guha yadi va hrdayam， ubhayathapi…なお KaU3.1のc-padaは，彼方の最高我を太
陽光，人体内の個人精神を影とする (chayatapau)。
26 パースカラも同様に，論題の問いを IKaU3.1で言う両者とは， buddhiとjivaなの


















果て・ヴィシュヌの最も彼方 (p訂 ama) の足跡 (pada) 28に達する。」と語って，
P訂 amatmanをそこに到達することを目指すべき「行き先J(gantavya) として












の文脈については， J. Gond伽a，Aspects ~ザifEαarか Vi布isnz似仰u山âsmη1， r問@叩prin凶tDelhi 1993， [口ls針ted.吋， 
Leiden 1954J : 55-72参照。ヴィシュヌの parama-padaは既に Rgved，α1.22.20-21及
び1.154.5-6に現れる。
29 BSBh pp.72，25-73，4:“atmanαm rathinam viddhi SIαrfram ratham eva tu" (KaU 3.3ab) 
ityadina pareJ?a granthena rathirathadirupakakalpanaya vijñãnãtmãna~ rathina~ 
sa~sãramok~ayor gan樋ra~ kalpayati. "so 'dhvana~ param apnotiωd vi~，!o~ parama1} 
padam" (KaU 3.9cd) iti ca paramatmana叩gantavyam.
シャンカラは， KaU 3.11に出る avyaktaがサーンクヤ派で言う根本物質ではなく，
微細な身体 (suksma)であることを論ずる BS第1巻第4章の第l論題註においても，
KaU 3.9で言う行き先，及びKaU3.11で「高次の精神J (purusah p③rah) と言われ
たものは，いずれも paramatmanに他ならないと断定している。
30 BSBh p.73，4-7: tatha "tam durdarsam gudhαm anupravistam guhahitam gahvarestham 
-222-
(34) 吉水清孝
存在を語る類例として，Rgveda 1. 164.20から MuY!4akopani~ad (MuU) 3.1.1 
に引用された「同じ枝にとまった二羽の烏」という有名な喰えを挙げ， これも
個人精神と paramatmanを喰えたものであり，それに続く MuU3.1.2は「彼が
他方の支配する者を見るJ(pasyaty anyam isam) と述べて，個人精神を「見る










2.12) it purvasminn api granthe mantrrnantavyatvenaitav eva visesitau. 
31 BSBh p.73，11-16:“tayor anyah pippalam svaduv atti" (MuU 3.1.1c) ity 
adanaliIigad vijnanatma bhavati.“anasnann anyo thicakaSiti" (MuU 3.1.1d) ity 
anasanacetanabhyam paramatma. anantare ca mantre tav eva drastrdrastavyabhavena 
visinasti "samane vrkse puruso nimagno anfsaya socati muhyamanah / justam yada 
pasyat(Y anyam fsam asya (Hertel: tan) mahimanam it vftasokah /" (MuU 3.1.2) iti. 






タ学派の解釈は， K. Hoffmann (Aufsαitze， H， 1976: 557-559)が提起した idambhu/ 
as構文に拠った後藤敏文氏の翻訳(“ZurLehre Sandilyas，" Languιsηle et structure 
dans le monde indien. Centenaire de Louis Renou， Paris 1996， pp. 71-89: 73) “All 




ことであり，その力は paramatmanだけがもち得るからである (cf.BSBh p.65，3・
4: satyasarp.kalpatvam hi s~~!isthitisarp.hãre~v apratibaddhasaktitvat paramatmana 
evavakalpate; BSBhBh p.38，11-12: te parasmin brahmar:ty upapadyante)。また BS1.2.7 






シャンカラにおける膜想の客体としての最高我 (paramatman)について (35) 
に， ChU 3.14.4は「私は死んでから，この者と (etam) 合一するだろうJ35と
念ずることを説いており，膜想されるべき p訂 amatmanが到達されるべき客体





き対象 (iksatikarman) として， ここでも paramatmanを論じていると言う 370
の所在を狭く限定するのは， brahmanが「崇敬さるべき者J(niscayya) となって
いる限りのことであり，それ自体としては遍在 (sarvagata)することを否定する
のではないと言う (BSBhp.68，3同 6;BSBhBh p.39，22-23)。なおシャンカラは ChU
3.14への註の中では，ウパニシャツド本文に現れない paramatmanという語を用
いていない。代わりに ChU3.14.4への註においては，上記の特質をもっ主宰神
(yathoktalak甲山 ïsvara~) が膜想の対象 (dhyeya) であるとする (ChUBhp.430，16-
19)。
35 etam itah pretyabhisambhavitasmiti. 







に基づいているに他ならない。J (“etam" iti prakrtam manomayatvadigunam upasyam 
atmanam karmatvena prapyatvena vyapadisati. abhisambhavitasmiti詰riramupasakam 
kart~tvena prapakatvena. abhisa:rp.bhavitasmiti prãptãsmïtyartha~. na ca satya:rp gatav 
ekasya karmakartrvyapadeso yuktah. tathopasyopasakabhavo 'pi bhedadhisthana eva.) 
37 BS 1.3.13: iksatikarmavyapadesat sah ; BSBh pp.104，21・105，2:r [PU 5.2の]補遺に，
観想されるべき精神が，見る行為の客体として表示されている。『彼は，この彼方





る。J(ïk~atikarmatvenãsyãbhidhyãtavyasya puru叩syavakyasese vyapadeso bhavati， "sa 
etasmaj jivaghanat pαrat param puriSayam purusam iksate" (PU 5.5) iti. 
tatrabhidhyayater atathabhutam api vastu karma bhavati. manorathakalpitasyapy 
abhidhyayatikarmatvat. ïk~ates tu tathabhutam eva vastu loke karma drstam ity atah 
paramatmaivayarp. samyagdarsanavi~ayabhüta ïk~atikarmatvena vyapadi~!a iti 
-220-
(36) 吉水清孝







を対象として paramatmanを観想すると，その結果 (phala) として，段階的な











gamyate.) パースカラも BS1.3.13の言う膜想 されるべき iksatikarmaとは
paramatmanであるとする (BSBhBhp.55，26)。




で，欠陥はない。J(atha yad uktam paramatmabhidhyay加ona desaparicchinnaphalam 
yujyata iti. atrocyate. trimatreI_lo企karenalambanenaparamatmanam abhidhyayatah 
phalam brahmalokapraptil). kramena ca samyagdarsanotpattir iti kramamuktyabhiprayam 
etad bhavisyatity adosah.) 
39 Yogasi1tra (YS) も，心を体の一点に集中させる総持 (dharana)・膜想対象への集
中を持続させる静慮 (dhyana)・集中しているという意識が消える三昧 (samadhi)
より成る総制 (samyama)は，同一対象に対して，諸々の段階 (bhumi)を経て行
われると言う。 YS3.4: trayam ekatra samyamah; 6: tasya bhumisu viniyogal). 
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シャンカラにおける膜想の客体としての最高我 (paramatman)について (37) 
章第6論題で，Taittirηop仰 isad(TU) 2.1-5の説く「五層の自己 (atman)Jに
関して述べている。それによれば，食物の精髄 (ann訂 asa) から成る自己・気





自体では属性 (guna) をもたない paramatmanを，何らかの属性をもつものと
して膜想する限り，膜想の結果はその属性に応じて別々になる41。段階的な解
脱 (kramamukti)も これら様々な結果のうちの一つである 420 実際 TU2.5は
「五層の自己」膜想の最終段階に観ずる「歓喜よりなる自己」すらも，それ
以前の段階の自己観想と同様に，喜びの様々な表現をその頭・右側部・左側
部・胴体 (atman)・尾部すなわち基底部 (pratistha) に充てた「擬人的な姿」
(purusavidha) をもっとしている43。このような表現は，本来は無限定のア-





れている。『彼のアートマンをよりはっきりと見る者は』と。J (yady apy eka atma 
sarvabhutesu sthavaraja:rigamesu gudhas tathapi cittopadhivisesataratamyad atmanah 
ku!asthanityasyaikarupasyapy uttarottaram ãvi~k~asya taratamyam aisvaryasaktivise~ai~ 
sfUyate“t山 知yaatmanam avistaram* veda" (Aitareyaranyaka 2.3.2.1) ity atra.) 
*C五Wackemagel-Debrunner，op.cit.， 607-8，455. b) & c) . 
41 BSBh p.35，5-7: I最高我である主宰神は唯一であっても，それぞれの特殊な属性
により限定を受けて念想されるときには，どのような属性で念想するかに応じて，
[念想の]果報が異なってくる。J(eka eva tu paramatmesvaras tais tair gunavisesair 
visista upasyo yady api bhavati tathapi yathagul)opasanam eva phalani bhidyante.) 
42 BSBh p.35，3-5: Iそのブラフマンの念想のうち或るものは繁栄を目的とし，或るも
のは段階的解脱を目的とし，或るものは祭式行為の成功を目的とする。それらに
は， [ブラフマンに帰せられた]特殊な属性による制約の相違によって，区別があ
る。J (tatra kanicid brahmana upasanany abhyudayarthani kanicit kramamuktyarthani 
kanicit karmasamrddhyarthani. tesam gunavisesopadhibhedena bhedah.) 
ただしシャンカラによると 制約を離れたアートマンの直接的な認識から「即時解
脱J (sadyomukti)が実現する (BSBhp.35，19onBS 1.1.12)。





















ナ祭式と古ウパニシャツドJ W宗教研究~ 49-2， 1975， pp. 51-73)。
44 BSBh p.43，2-3. TU 2.5への註においてもシャンカラは「歓喜より成ることj が「結
果j に位し，最高アートマン自体の属性ではないことを言う。 Cf.TUBh p.295，2: 
tasmat karyapatita evanandamayo na para evatma. 
45 BSBh p.35，1-3: rこのように幾千もの[ウパニシャツドの]文が，明知の対象であ
るか無明の対象であるかによって，ブラフマンに二つの相があることを示す。こ
のうち無明の状態において，ブラフマンについて，念想の対象ないし念想の主体
などを特徴とする全ての営為が起きる。J(evam sahasraso vidyavidyavisayabhedena 
brahmaJ?o dvirupatam darsayanti vakyani. tatravidyavasthayarp. brahmaJ?a 





(sthite ca k~etrajñaparamãtmaikatvavi~aye samyagdarsane k~etr可白a年 paramãtmeti
namamatrabhedat， k~etrajño 'yarp. paramatmano bhinnal). paramatmayam ksetrajnad 
bhinna ity evamjatiyaka atmabhedavisayo nirbandho nirarthakah.) 
可
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差 (taratamya) がある (BSBhp.13，15司 19)。しかしブラフマンは変化しない
恒常な存在 (kû~as出anitya) であり (BSBh p.14，15-17)，ブラフマンとの完全
な一体化を果たして解脱した者たちに快楽の程度差と変化があるはずはない。
従って，そういう一体化を実現するものは行為ではありえない。



















46 Astadhyayf 1.4.49: kartur ipsita阻mamkarma.
47 Vakyapadfyα(ed. W. Rau， Wiesbaden 1977) ，3.7.45a-c: nirvartyam ca vikaryam ca 
prapya血 cetitridha matam / tatrepsitatamam karma.バルトリハリの karman論につい
ては，小川英世 rVakyapadiyar <能成者>詳解J(Sadhanasamuddesa) の研究-































48 正信公章 iSankaraのBrahmasutra注解における Brahman概念の実質JW印度学仏教







シャンカラにおける膜想の客体としての最高我 (paramatman)について (41) 
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(42) 吉水清孝
SaIikara on the supreme self (paramatn仰 1)
Kiyotaka YOSHIMIZU 
P. Hacker argues that Satikara refers to the absolute being by “brahman，"“'paramatman" 
and “fsvara" without clear difference of connotation (ZD恥1G100， 1950: 276-286) . The 
present paper， however， demonstrates that the notion of paramatman was closely related to 
thejnanα初 rmasamuccaya-vada，that is， the view that one should make efforts both to acquire 
enlightenment and to perform duties for one's whole life in order to attain liberation. 
The greatness of paramatman is exalted in the Bhagavadgfta. In many respects this text is 
influenced by the Kathopani$ad， towhich also the notion of paramatman can be traced back， 
for the God who is accessible only by meditation is cal1ed atman in the second chapter of 
this Upani~ad whereas the third chapter lays down the process of meditation on the proto-
Sa:rpkhya principles from lower to higher levels unti1 the puru$a/:l para/:llocated in the most 
distant (parama) footmark (pada) of Vi号I).u.The continuity between these two chapters 
is called “the context (prakaral}a) of paramatman" by Satikara. In spite of denying any 
possibi1ity to treat brahman as the object (karman) of action企omthe advaita view， Satikara 
expounds many sections of the Brahmasutra distinguishing between the individual self and 
paramatman as the agent (kartr) and the object of meditation or as the goer (gantr) and the 
goal (gantavya). Accordingly， we can say出atthe term "paramatman" was generally thought 
to imply the performance of progressive meditation as a kind of mental action， and that is 
why jnanakarmasamccaya-vadins prefer to cal the absolute being paramatman. 
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